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ま
ず
最
初
に
、
天
皇
陛
下
の
御
退
位
に
続
く
新
天
皇
の
御
即
位
を
、
謹
ん
で
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

 

毎
年
、
現
行
憲
法
の
問
題
箇
所
を
解
説
し
て
い
る
。
今
年
は
、
憲
法
第
八
条

〔皇
室
の
財
産
授
受
〕

 

「
第

八

条

〔
皇

室

の

財

産

授

受

〕
の

見

直

し

」

 

現
憲
法
の
条
文

 

第
八
条

〔皇
室
の
財
産
授
受
〕

皇
室
に
財
産
を
譲
り
渡
し
、
又
は
皇
室
が
、
財
産
を
譲
り
受
け
、

こ
と
は
、
国
会
の
議
決
に
基
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

若
し
く
は
賜
与
す
る

 

①

天
皇
が
皇
居
を
出
ら
れ
て
外
出
さ
れ

る
こ
と
を

「行
幸
」
、
天
皇
外

の
皇
族

の
外
出
を

「行
啓
」
と
し
、

天
皇
と
皇
后
が
御

一
緒
に
外
出

さ
れ
る
場
合
を

「行
幸
啓
」
、

「行
幸
」
が
複
数

に
わ
た
る
時

「巡
幸
」
。

②

主
た
る
行
幸
啓

○
全
国
戦
没
者
追
悼
式
、

○
日
本
学
士
院
授
賞
式
、

○
日
本
芸
術
院
授
賞
式

三
大
地
方
行
幸
啓

○
全
国
植
樹
祭
、

○
国
民
体
育
大
会
、

○
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

▽
第
八
条
の
問
題
点
そ
の

一

「財
産
」
か
ど
う
か
の
判
断
の
む
ず
か
し
さ

③

「財
産
」
と
は

一
般
的
辞
書
で
は

「個
人
ま
た
は
集
団

の
所
有
す
る
経
済
的
価
値
が
あ
る
も
の
の
総
称
」

法
学
辞
典
な
ど
で
も
、

「広
く
有
形

・
無
形
の
金
銭
的
価
値
を
有
す
る
も
の
の
総
称
」

「金
銭
的
価
値
」
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
個
人
的
認
識
の
差
異
も
あ
り
、
判
断
が
む
ず
か
し
い
。

④

各
地
方
行
幸
啓
の
場
合
も
、
陛
下
は
、
財
産
と
見
な
さ
れ
る
物
品
を
受
け
ら
れ
な
い
の
が
原
則
。

大
震
災

・
大
津
波

・
大
水
害

・
土
石
流
な
ど
の
被
災
地
を
廻
ら
れ
て
も
、
小
さ
な
花
束
な
ら
受
け
ら
れ
る
。

被
災
地
は
と
も
か
く
、
植
樹
祭
、
体
育
大
会
、
海
づ
く
り
大
会
に

「行
幸
」

「行
幸
啓
」
さ
れ
る
場
合
、

そ
の
地
方

・
地
域
の
住
民
は
、
盆
栽
な
ど
そ
の
土
地
の
名
産
品
を
献
上
し
た
い
と
申
し
出
る
が
、
宮
内
庁

の
職
員
が
そ
れ
を
お
断
り
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
憲
法
違
反
と
言
わ
れ
る
の
を
恐
れ
て
お
ら
れ
る
。

⑤

何
故
か
、
い
わ
ゆ
る
明
治
憲
法
下
と
異
な
り
、
新
憲
法
下
の
皇
室
は
、
下
賜
す
べ
き
資
産
も
有
し
な
い

し
、
具
体
的

に
は
右
の
第
八
条

〔皇
室
の
財
産
授
受
に
国
会
の
議
決
が
必
要
〕
と
い
う
制
約
が
あ
る
の
で

天
皇

・
皇
后
は
じ
め
皇
室
は
、
行
幸
、
行
幸
啓
、
行
啓
、
巡
幸
さ
れ
た
場
合
、
お
手
を
振
ら
れ
、
時
に
は
、
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膝
を

つ
か
れ

て
お
言
葉
を
掛
け
ら
れ
、
ま
た
小

さ
な
花
束
を
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
し
か
、

な

い
。
天
皇

・
皇
后
は
じ
め
皇
室

の
御
努
力

は
誠

に
涙
ぐ
ま
し

い
も

の
が
あ
る
。

お
で
き
に
な
れ

 

▽
第
八
条

の
問
題
点
そ
の

二

こ
の
第
八
条

の
規
定

は
、
天
皇

・
皇
室

に
対
す
る
懲
罰
的
規
定

で
あ
る

⑥

な
ぜ
、

こ
う
し
た
事
態

に
な

っ
た

の
か
、
な
ぜ
、

こ
の
憲
法
第
八
条

の
制
約
規
定

が
で
き
た

の
か
？

そ
れ

は
、

日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦
に
敗
戦

・
降
伏
し
、
日
本
を
占
領

・
統
治
す

る
た
め

マ
ッ
カ
ー
サ
ー

将
軍
が
連
合

国
軍
総
司
令
官
と
し

て
、

日
本
統
治

に
当
た
り
、
今
の

「
日
本
国
憲
法
」
を
制
定
さ
せ
た
結

果

で
あ
る
。

3

 

⑦

し

か
し
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
を
批
判
攻
撃
す
る
だ
け

で
は
い
け
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、

日
本
は
降
伏
す

る
に
あ
た
り
、
天
皇
制
だ
け
は
存
続
し

て
ほ
し

い
と
連
合
国
に
嘆
願
し

て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
と
戦

っ

た
主
な
戦
勝

国
、
す
な
わ
ち
、
米
国
、
英
国
、
中
華
民
国
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
、

ソ
連

の
政
府
は
、
日
本

を
統
治
す

る
た
め
、
そ

の
政
府
を
代
表
す

る

「極
東
委
員
会
」
を
構
成
し
た
が
、
米
国
を
除
く
そ

の
他

の

国
は
強
硬

に
天
皇
制
廃
止
を
主
張
し

て
い
た
。

⑧

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
は
、
自
分

の
日
本
占
領
統
治

に

「極
東
委
員
会
」
が
介
入
す

る
こ
と
を
断

っ
た
。

も
し
天
皇
制
を
廃
止
す
れ
ば
、
日
本
は
女
子
供
ま

で
戦
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
、
天
皇
制
を
残
し
、
占
領

下
に
日
本

の
政
府
、
国
会
、
裁
判
所
を
残
し
、
自
分
が
そ
の
上

に
立

つ
て
間
接
統
治
を
す

る
方
が
、
自
分

の
日
本
統
治
は
成
功
す

る
と
考
え
た
か
ら
だ
と
思
う
。

こ
の

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
方
式
は
成
功
し
た
。

⑨

た
だ
、
前
記

「極
東
委
員
会
」
の
天
皇
制
廃
止
要
求
は
強
硬
だ

っ
た
の
で
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
連
合
国

軍
総
司
令
部
命
令
と
し

て
、
天
皇
制
を
支
え
る
貴
族
制
を
廃
止
し
、
皇
族
も
直
系
外
は
皇
族
か
ら
排
除
し
、

皇
室
の
資
産
を
没
収
な
い
し
占
領
下
政
府

へ
移
す
な
ど
、
徹
底
し
た
制
約
を
科
し
た
。
そ
の

一
環
と
し
て

新
憲
法
に
こ
の
第
八
条

〔皇
室
財
産
〕
の
制
約
規
定
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
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⑩

こ
の
第
八
条
の
規
定
に
は
、
日
本
政
府
も
あ
と
で
困

っ
た
。
と
い
う
の
は
、
占
領
下
で
は
、
日
本
に
外

交
権
は
な
く
、
外
国
に
あ
る
日
本
の
公
館

（大
使
館

・
公
使
館

・
領
事
館
）
は
閉
鎖
さ
れ
、
占
領
下
に
外

国
の
公
館
も
必
要
な
か

っ
た
が
、
昭
和
二
十
六
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
発
効
し
た
二
十
七

年
四
月
二
十
八
日
以
降
、
外
国
の
大
使

・
公
使
ら
が
天
皇
に
信
任
状
を
奉
呈
し
に
来
ら
れ
、
そ
の
際
に
、

そ
の
国
の
高
価
な
芸
術
品
等
を
献
上
す
る
。
天
皇
も
相
応
の
返
礼
品
を
差
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
を
、
い
ち
い
ち
国
会
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
は
、
手
続
的
に
大

へ
ん
な
作
業
で
あ
る
。

⑪

当
時

の
吉
田
茂
内
閣
お
よ
び
与
党
の
自
由
党
は
、
こ
の
第
八
条
の
廃
止
乃
至
改
正
を
考
え
た
が
、
保
革

伯
仲
時
代
で
、
憲
法
第
九
十
六
条

〔改
正
手
続
要
件
〕
の
衆
参
各
議
院
の
総
議
員

の
三
分
の
二
の
見
込
み



も
立
た
な
い
の
で
、
政
府
は
止
む
な
く
、
憲
法

の
下
位

に
あ
る

「皇
室
経
済
法

」
を
改
正
し

て
対
処
し
た
。

す
な
わ
ち
、
憲
法
八
条
と
同
じ
内
容

の

「皇
室
経
済
法
」
第

一
条
を
削
除
し
、
次

の
第

二
条
を
置

い
た
。

第
二
条

〔国
会
の
個
別
的
議
決
不
要
の
財
産
授
受
〕

左
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
度
ご
と
に
国
会
の
議
決
を
経
な
く
て

 

も
、
皇
室
の
財
産
を
譲
り
渡
し
、
若
し
く
は
賜
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
相
当
の
対
価
に
よ
る
売
買
等
通
常
の
私
的
経
済
行
為
に
係
る
場
合

二
、
外
国
交
際
の
た
め
の
儀
礼
上
の
贈
答
に
係
る
場
合

三
、
公
共
の
た
あ
に
す
る
遺
贈
又
は
遺
産
の
賜
与
に
係
る
場
合

四
、
前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
外
、
毎
年
四
月

一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
期

間
内

に
、
皇
室
が
な
す
賜
与
又
は
譲
受
に
係
る
財
産
の
価
値
が
、
別
に
法
律
で
定
め
る

一
定

価
格
に
達
す
る
に
至
る
ま
で
の
場
合

第
三
条

〔皇
室
費
用
の
種
類
〕
予
算
に
計
上
す
る
皇
室
の
費
用
は
、

こ
れ
を
内
廷
費
、
宮
廷
費
及

び
皇
族
費
と
す
る
。

（以
下
の
各
条
項
略
）
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皆

さ
ん

の
中

に
は
、
憲
法
第
八
条
が
お
か
し
く

て
も
、

こ
の

「皇
室
経
済
法

」
が
あ
る
か
ら
、
い
い

じ

ゃ
な

い
か
、
と
言
わ
れ
る
方
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
法
制
度
上
、

そ
れ
は
許
さ
れ
な

い
。

▽
第

八
条
の
問
題
点
そ
の
三

第
八
条

〔皇
室
財
産
授
受
〕
を
、

こ
の

「
皇
室
経
済
法
」
改

正
で
対
処
し

た
こ
と
は

「
上
位
法

・
下
位
法

の
原
則
」
違

反
で
あ
り
、
憲
法
違
反

で
あ
る
。

⑫

法
体
系

に
は

「
上
位
法

・
下
位
法

の
原
則
」
が
あ
る
。

い
ま
、
日
本
が
批
准
し
た
国
際
法
を
脇

に
お
い

て
、
国
内
法
だ
け

で
見

る
と
、

国

の
基
本
法

で
あ
る

「憲
法
」
が
上
位

で
、

そ
の
下

に
国
会
が

つ
く
る

「法
律
」
が
あ
り
、
そ

の
下

に

政
府
が

つ
く

る

「政
令
」
が
あ
り
、
そ
の
下
に
都
道
府
県
な
ど
地
方
自
治
体
が

つ
く
る

「条
例
」
が
あ
る

と

い
う
仕
組
み

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
下
位

の
法

は
、
上
位

の
法

に
逆
ら
え
な

い
。
逆

に
言
え
ば
、
上
位

の
法

の
許
す
範

囲
内

で
し
か
、
下
位

の
法
は

つ
く
れ
な

い
、
と

い
う
原
則

で
あ
る
。
も
し

こ
れ

に
逆
ら
え
ば
、
下
位

の
法

で
、
上
位

の
憲
法

に
書
か
れ

た
事
項
を
、

い
く
ら

で
も
変
え
ら
れ

る
こ
と

に
な
り
、
法
秩
序
は
崩
壊
す
る
。

こ
れ
ま
で
述

べ
た
憲
法
第
八
条

〔皇
室
財
産

の
授
受

に
国
会
の
議
決
が
必
要
〕
と

い
う
規
定
に

つ
い
て
、

こ
れ
を
否
定
す

る
こ
と
を
書

い
た

「皇
室
経
済
法
」

の
規
定
は
、
ま
さ
に
、

こ
の

「上
位
法

・
下
位
法

の

原
則
」

に
反
し

て
、
本
来
、
法
体
系
か
ら
す
れ
ば
、
許
さ
れ
な

い
こ
と
を
し

て
い
る
わ
け

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、

こ
の
皇
室
財
産

に
関
す

る
第
八
条
は
、
す

で
に
有
名
無
実

と
な

っ
て
い
る
わ
け
な

の
で
、

こ
の
第

八
条
は
、
憲
法
を
改
正
し

て
削
除
し
、
あ
ら
た

に
、
皇
室
経
済
法

に
書

い
て
あ
る
よ
う
な

こ
と
を

改
め

て
、
第

八
条

に
書
き
直
す

べ
き

で
あ
る
。

ど
う
か
、
皆
さ
ん
も
、
条
文
が
活
字
に
な

っ
て
い
れ
ば
す

べ
て
よ
い
、
と
思
わ
な

い
で
、
憲
法
改
正
を

理
論
的

に
勉
強
し

て
下
さ
る
よ
う
、
お
願

い
し

て
、
私

の
本

日
の
提
案
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
以
上
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